
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英米文学科同窓会第 41回講演会( ) 

落語家への道  落語の魅力 

講師のプロフィール 1967 年神奈川県横浜市生まれ。本名 富崎十郎。 

1991 年 10 月、三遊亭小遊三師匠に入門。前座として寄席で修業を始める。 

1992 年 3 月、青山学院大学文学部英米文学科卒業。1996 年 2 月、二ツ目

に昇進。2005 年 5 月、真打に昇進。趣味は映画、演劇の鑑賞。江戸端唄末

広会の師範として唄と三味線を教えている。 

開催日時  2021年 1月 23日（土）14：00～15：30（予定） 

会  場  オンライン開催（各自ご自宅等からご参加ください） 

受 講 料  無料 

申込方法  下記「青山学院大学英米文学科同窓会ホームページ」からお申し込

みください。 

      http://www.alumni-aogaku.jp/alumni004/   

      右のQRコードもご利用できます。 

受付期間  2020年 12月 28日(月)～2021年 1月 16日(土)                       

講師 三遊亭遊史郎師匠   

（青山学院大学英米文学科 1992年卒・同窓会幹事） 

 

べてみたいという人間の心模様を描いており、お酒を飲みながら鍋料理を食べる仕草と、皮肉の効いた下

げ（噺のオチのこと）が聞きどころです。 

端唄は江戸の昔から今に伝わる当時の流行り唄です。「梅は咲いたか」など、なじみのある曲を何曲か

唄おうと思います。（講師） 

オンライン講座では古典落語の「お血脈」（おけ

ちみゃく）・「ふぐ鍋」の二席と、三味線の弾き唄

いによる端唄を聞いていただきます。 

「お血脈」の前半は「善光寺の由来」とも呼ば

れ、お釈迦様の誕生から善光寺の建立までを落語的

な視点で解説をする噺（はなし）です。後半は石川

五右衛門が冥界からよみがえって善光寺に忍び込み

「お血脈の印」を盗み出すという展開になります。 

「ふぐ鍋」は冬の寒い時期にぴったりの噺です。

運悪くふぐの毒で亡くなる方がいる一方、やはり食

注意事項  ・本イベントは Zoomウェビナーによるオンラインイベントです。 

  ・スピーカー機能付きパソコンやスマート端末（スマートフォン、タブレットなど）とイン

ターネット環境があれば、どこからでもご参加いただけます。 

  ・参加申し込み者には 1月 20日（水）までに、お申込み時にご登録いただいたメールアド

レス宛に、参加用URLをお送りいたします。メールが届かない場合は下記『問い合わせ

先』までご連絡ください。 

      ・参加された方々のお名前やお顔は、他の参加者にはわかりません。 

・その他、詳細については英米文学科同窓会ホームページでご確認ください。 

 問い合わせ先 aogaku.eibun.alumni2020@gmail.com 

 

 今回の講演会は新型コロナウイルス禍の中、対面を避け、
初の試みとしてオンラインでお送りします。佐野会長による
インタビュー、講師のトーク、落語をお楽しみください。 

http://www.alumni-aogaku.jp/alumni004/
mailto:aogaku.eibun.alumni2020@gmail.com

